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筑波大学新入生の体力・運動能力測定値の推移  

～垂直眺，12分間走，立位体前屈に着目して～  

田崎健太郎1），進藤正雄1），杉本光公2），布目靖則3），観山隆弘1〕  

ChangesoftheResultofPhysicalFitnessTestforFreshmen  
inUniversityofTsukuba二theCaseofVerticalJump，12MinutesDistanceRun  

andStand－and・reaChTestofFlexibility  

KentaroTAZAKZ．MasaoSHJNDO，MitsukimiSUGIMOTO，  

YasunoriNUNOME，TakahiroNABEYAMA  

も継続しているのか，またこのような結果の  

原因が何に由良しているのかを明らかにする  

ために本研究に取り組んだ。これらのことを  

明らかにすることは，大学1年生の結果とい  

うことからすれぼ，高等学校までのスポーツ・  

運動習慣や生活習慣を反映していると考えら  

れ，幼少年期のスポーツ・運動や遊び等の生  

酒のあり方に示唆を提示することが可能であ  

る。また，大学体育のあり方や大学生の生酒  

のあり方の課題を明確化することも可能とな  

る。   

本報告は，体力・運動能力の測定結果の分  

析にのみ焦点を当てた。特に，1990年頃まで，  

平均値が低下傾向にあると指摘された12分間  

克と立位体前屈がその後も同様な傾向にある  

か，またどのような層が平均値を下げている  

かを見るために各測定項目を上位群ヒ下位群  

に分け，この両群が年次毎に変化の傾向に特  

徴があるか，を明らかにすることである。   

なお，本報告のデータは，体育専門苧群生  

を除く全学の1年生を対象にした測定結果に  

基づく。   

はじめに  

文部省の体力・運動能力調査報告専によれ  

ば1），子どもの体力・運動能力は，1985年頃よ  

り低下傾向にあることが示されている。1g糾  

年前後に誕生した現在の大学生は，体力・運  

動能力が低下傾向にあるといわれる年代に相  

当するため，現在の実態に関心を向けること  

は意義にあることと考えられる。。   

筑波大学では，毎年4月から5月にかけて，  

体力・運動能力の測定を実施している。1995  

年に，1980年から1993年までの1年生の判定  

結果の推移について，発表したが2I，その間の  

推移に低下傾向の見られるものとして，12分  

間走（持久力）と立位体前屈（柔軟性）が指  

摘されている〔囲1，図2）。また，低下傾向  

は見られないが全国の同年代の平均を大きく  

下回るものとして，垂直跳（脚筋パワー）が  

指摘されている（図3）。   

筆者らのグループほ，この傾向が近年まで  

ー）筑波大学，2）信州大学，コ）中央大学  
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ー62一  



1
 
9
 
7
■
 
5
 
3
 
1
 
9
 
7
 
5
 
n
J
 
1
 
9
 
 

6
 
5
 
5
 
5
 
5
 
5
 
4
 
4
 
4
 
4
 
4
 
3
 
 

（
∈
U
）
論
叢
胆
側
 
 

男子 一 ■ ■女子  

7
 
5
 
 

3
 
3
 
 

81年82年83年84年85年86年87年88年89年90年  

1年生の年度別平均値  

園3 垂直跳の年度別平均  

を見るために多重比較検定（FisherのPLSD  

韓）を行った。  

結  果  

モ1）垂直跳   

図表4～7は，垂直跳の結果で，そのうち  

図表4は男上位群，図表5は男下位群，図表  

6は女上位群，図表7は女下位群の結果であ  

る。分散分析の結果は，男の上位群について  

は5％水準で，下位群については1％水準で，  

また女の上位群については1％水準で，下位  

群については5％水準で年次問に測定値の増  

減に有意な善があることが認められた。   

男女両群についての多重比較検定（Fisher  

のPLSD法）の結果は，次のとおりである。  

異の上位群は，1991年と1993年に対して，1994  

年～1996年は増加したことがいえるが，19g4  

年以降は顕著な変化は見られない。男の下位  

群は，1991年に対して，1993年と1994年は低  

下したが，この両年に対して1995～1997年は  

増加したといえる。但し，1995年以降は，有   

方  法   

体力・運動能力測定結果の分析項目は，図  

1～3で取り上げられ，1990年以後，データ  

の保存されてtlる1991～1997年（1992年を除  

く）までの垂直跳，12分間走，立位体前屈と  

した。   

これまでの体力・運動能力の測定では，平  

均値だけを問題にすることが多かった。平均  

値だけで分析することは，個々の情報を見落  

とす可能性もあり，特に測定値の分布が正規  

性を崩している場合には，データの性質を表  

しきれないと考えられるからである。   

本研究では，分析方法として，各測定項目  

について男女別に各平均値の±1SDのグルー  

プを上位群及び下位群として抽出し，この2  

群の平均値を年次毎に算出し，これら2要因  

の分散分析を行V－，実際に上位群と下位群の  

それぞれに有意な年次変化が見られるかを検  

証した。また，これらの各群について，年次  

間に測定値の増減の変化傾向があるかどうか  
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分散分析表二Ju乃】P  

含める条件・条件1からA皿aけ5isJullp＿B  

自由度  平方和 平均平方  F値  p値  

5  ZOヰ，135  朝），827  3．1氾4  ．0102   

1D98  14畠ユ1．88占  1ヨ．4g9  

コンポーネント間の分散の推定値（Ⅱ型）：・14g  

F止血町のPIjD：山皿p  

効果：y田r  

有意水準：5偽  
含める条件：条件1からA岨1ysidump＿B  

平均値の差 棄却値  p値  

基本統計皇：Jump  
効果：ye∬  
含める条件：条件1からA皿aけ由Jl皿p＿B  

例数 平均値 榎準偏差 壊準誤差  

ヱ16  67．769   3．413   ．232   

1TO  67朗1   ヨ．6ヱ5   ．2T8   

181  占軋5年T  3Tpl   ．2月2   

188  68．500  3．881   ．ユ83   

187  櫨．797  3．9】9   ．287   

162  68．ヨ朗   3．376   ．265   
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図表4 垂直跳の男子上位群の分散分析表  
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分散分析表：Jump  
含める条件■条件2からAnalys細u叩＿ヨ  

自由度  平方和 平均平方   f値  p値  

5  866．7糾  】73．357  14．398  く．∝XIl   

1078  129Tg．164   12．（河0  

コンポーネント間の分散の推定値Ⅶ型）：．9  

n血trのPIjD：J■1mp  

効果：year  

有意水準：5飽  

含める条件・条件2からAn叫s最ump＿B  

平均値の差 棄却値  

基本統計量：Jump  

効果：y亡ar  

含める条件一条件2から如叫壷Jump＿B  

例数 平均値 標準偏差 渾準誤差  

255  47．37（I  ヨ．386   212   

】81  45．1ヨ8  3．1ヨ5   ．233   
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176  ヰ6．59T  3．903   ．294   

1丁8  4（I．鮎5  3．491   ．262   

155  48．929  3．455   ．278  
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図表5 垂直跳の男子下位群の分散分析表等  
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分散分析表：JⅧlP  
含める条件・条件1からAn叫■由血叩＿G  

自由度  平方和 平均平方   下値   p値  

35糾．ココ9  700．868   

ふ］．2ヱ0  

コンポーネント蘭の分散の推定値印型〕ニ亡一8器  

基本統計量：Jump  
効果：y岨一  

骨める条件・条件1から血Iys団ump＿G  

例数 平均値 横軸差 額準串羞  
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図表6 垂直跳の女子上位群の分・散分・折衷等  
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分散分析表：山mp  
含める集附条件2からAmlysidump＿G  

自由度   平方和 平均平方  F値  p値  

5  76．ヨ5占  15，271  2．848  朋51〕   

5艮6  314212月   5ヨ占2  

コンポーネント閉の分散の推定値〔Ⅱ型）：，1Dl  

基本統計量：Jump  

効果：y亡∬  

含める条件■条件ユからÅn叫Sis】umpG  

例数 平均値 標準偏差 席準親善  

F由h亡TのPIjD：J11mP  

効果：y闘J  

有意水準：5％  
含める条件．条件2からAmly5i如mp＿G  
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図表7 垂直跳の女子下位群の分散分析表等  
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分散分析蓑：n鳳王2  

含める条件：条件】からAn叫Si5R皿1乙月  

自由度  平方和  平均平方  F値   p値  

コンポーネント間の分散の推定値（Ⅱ型）：110T617  

基本兢計鼻：mm12  
効果：y亡打  

合める条件：条件1からAn叫由良血12＿月  

例数   平均値 庸準備羞 楳嘩羞  

n血眈のPIjD：mm12  

効果：y亡打  

有意水準：5偽  

青める粂件二条件ユからA皿Iy5血Rlmユ2」‡  
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y叫y96  

y叫．少7  

y95，y96  

y95，y9T  

少6，西7  

S
 
S
 
S
 
S
 
S
 
 

S
 
 

曳
Y
 
S
 
S
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図表812分間走の男子上位群の分散分析表等  
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分散分析表：nml王  
台める粂酔条件ユからAn且1ysISR皿12j  

自由度  平方和  平均平方  F値  p値  

32261．53ロ  1．154  ．32！吋   

郎1  ヱヰ619ユ36．824  2794476ヨ  

コンボuネント間の分散の推定借（Ⅱ型〕：292ユ3  

基本統計量：nmI2  

効果：y亡且r  

含める条件：条件2からAn叫SisR山nlLB  

例数   平均値 撫準偏差 篠準誤差  

踊5h打のP15D：山九12  

効果：y見丁  

有意水準：5偽  
含める条件：条件ユから血叫画慮Ⅷ11月  

平均値の責 棄却値  p値  162  208p．259  17丁．817  】3．別I8   

1ヰ5  ユD8ヨ．27丘  177，‡57  14．T12   

】51  288ま55（i  171．ヱ37  1コ．935   

1：事ヨ  2093．朗7  16乱585  14．占】呂   

1（iO  205ヨ469  1占5．058  1ヨ．掴9   

136  2887．占占2  138．0朗  11，83p   

l
 
【
j
 
．
4
 
 
5
 
∠
U
 
7
 
 

岬
 
誹
P
拍
∵
西
山
り
 
凋
 
 

5．9嘗3  3T．5t略  ．7543   

5．703  ユ7．ユ13  ．7630   

－4．38フ  3古．3那I  ．8Z妬   

35．7！Il  3占．5占8  ．0551   

1．597  38．Ⅰ57  ．g345   

ー，280  38．148  ，98＆5   

．1軋ヨ71  ヨ9．392  ．6055   

29月87  37，占18  ．120ヨ   

－4．386  3；l．165  ．8261   

－10．0恥  39．O16  ．6119   

〕8．088  37．2コ嬉  ．11ヨ0   

－4．105  38．7舶  ．8355   

40．178  38．d98  ．04D8   

5．985  40．011  ．7占92   

－ユ4．193  38．266  ．OTg8   

沖1，申ユ  

押1，y94  

y射，y95  

y91，沖6  

沖1，坤T  

y卵，y94  

y9ユ，沖5  

沖3，岬6  

押ヨ，岬7  

y94，y95  

岬4，y96  

y叫，y9T  

y95，y96  

y95，y97  

沖6，y97  

交互作用棒グラフ：nm12  

効果：ymr  
エラーバー：95鞄盾顛区間  
含める条件：条件2から血叫由馳皿12」i  両

脚
闇
鼎
珊
∵
釧
凱
諷
闇
朝
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昏
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分割群  

図表912分間走の男子下位群の分散分析表等  

ー69－   



分散分析表：n皿12  
含める条件・条件1からAnaけSi5Rlm12＿G  

自由度  平方和  平均平方 下値  p値  

5  41548．ヨ86   8ヨ09．6T7  ．426  ．8309   

455  8885144、781  1；1527．791  

コンポーネント間の分散の推定値（Ⅱ型）：  

基本統計量：ー皿12  

効果：声打  
合める条件：条件1からA血小isRun12G  

例数   平均値 標準偏差 標準誤差  

Fi血erのpIjD：nln12  

効果：y亡且r  

有意水準：5取  

合める条件．条件1からA血恒isR血1ヱ＿G  

平均値の差 棄却埴  p値  83  2518．795  13之．639  14．559   

T7  2488．896  109．014  12．423   

90  2513．778  170．D52  1T．p25   

T3  2508．630  124．占37  14．611   

6ユ  25【旭，475  138．035  1丁．674   

77  25匝l，61D  14g5T8  1丁【H6   
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29．8g9  43．45ヱ  ．1丁70   

5．017  41．79ユ  月13占   

1D．165  44．〔帖5  6505   

Ⅰ2328  ヰ6．31イ  ．6け王ヰ   

14，1呂5  4ヨ．452  ．5215   

－24，8β2  づ2．6ヨ】  ．ヱ52（）   

－19．丁34  44．鮎1  ．3878   

＿17j79  47q72  ．4634   

－15．714  44．259  ．4857   

5148  ヰ3．ユ5亡l  ．8152   

7．30ユ  45．544  ．752月   

9．1る7  42．6ヨ1  ，6丁2B   

2．155  4丁．638  ．92氾   

4，佗0  41月6ユ  ．8甜3   

1865  47．0丁2  ．9380   

y91，y93  

西1，沖ヰ  

沖1，y95  

γ9Ⅰ，y96  

沖1，沖7  

y呪y舛  

y93，沖5  

y93，γp6  

y9ヨ，γ9T  

∫94，沖5  

y94，y96  

アサ4，岬T  

y95，沖6  

アサ5，y9T  

y湘，y9了  

交互作用棒グラフ：mnlヱ  
効果：y随一  

エラーバー：95守ら信頼区間  
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図表1012分間走の女子上位群の分散分析表等  
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分散分析表：nm12  
含める条件条件2からA舶1y51SR山1LG  

自由度  平方和  平均平方 F値  p値  

5   ウ741与し584  19483．9ユ7  ．占p4  6282   

45〔I  12占ココ224．407   28073呂32  

コンポーネント闇の分散の推定値印型）・  

Fi血erのruD：mn12  

効果：year  

有意水準：5％  
含める条件・条件2から血1alysisRu山2＿G  

平均値の差 棄却値  p値  

基本統計量：n皿12  

効果：y已且一  

合める条件＝条件2からA皿1ysISRⅧ12＿G  

例数   平均値 標準偏差 標準額差  

l娼  17】7059  134．42D  16301   

占9  1683．623  】ワ7238  23．745   

75  171D．2（氾  127．9酔l  14．TT8   

91  】689，890  175．9即  1臥ヰ柑   

75  16且553ヨ  15275ヨ  】7638   

7呂  1718．410  199．D63  22．539   
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－2月．577  54．92呂  J422   
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－】．9】0  54．928  ．9455   

ーヨ4．7呂7  54．420  ．209丁   

28．310  51．354  ．4ヨ74   

24．667  5ヨ，772  ．3占78   

－8．2】0  53．252  ．762D   

4．357  51354  ．8677   

－28，528  50．809  2706   
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y94，y95  
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図表1112分間走の女子下位群の分散分析表等  
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分散分析表ニZ仇hh

含める条件：条件1からA血ly奴Sむnj

自由度　　　平方和　平均平方　　下値　　　p値

5 2 32 ．も9 8 46 ．580 6 、9 －55 く．0 （抑1

105 5 705 5．1 ユ6 6．687

コンポーネント間の分散の推定値印型）：．226

基本統計量：血血

効果：γ田∫

含める条件・条件1からAnalpis訟n＿月

例敢　平均値　操準備墓　碑準誤差
l
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守
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1 93 ユ0．6 68 2．4 03 ．173

2 07 20．94 7 2．591 ．1髄

19 6 2 0 ．8 16 2 ，7 19 ．1 94

15■4 2 0 98 7 2 ．6 12 ，2 10

工70 ユタ．艮沼 2 ＿54 6 ．ユ鼠5

ユ4 ユ 19．837 2．占5 0 ．Z と‡

交互作用捧グラフ：加mbm

効果：y租r
エラーバー：95％信頼区間

含める条件二条件王からA儲け由良nrB

y91　　y93　　y94　　y95　　yt沌　　西7

分副群

FisheTのTLSD：Ze止um

効果：亡aT

有意水準：5％
含める粂欄＝1兵件王からA剋坤由広mJi

平均値の羞　兼却庸　　　p値

けい朋

y91，y94

y91，y95

y91け兆

y91，y97
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γ93，y95

793，y96

793，沖7
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y95，1づ略

y95，）や7

y鴫y97

－2 7 8 j O8 ．ヱ82 1

・．148 、5 15 ．57 ユ8

一．319 ．5 48 ．25 44

8 15 ．5 34 ．00 2 8

．63 2 ．5 62 ．00 3 8

．13 1 ，5 【旭 ．61 2 6

．．M ．54 0 ．8糾 0

1．094 ．5ヱ5 く．0【氾1

1 ，1 10 ．55 4 ＜．輌 1

・．17Ⅰ ，54 6 ．5 4 01）

．鮎 3 ．53 2 ．D∝同

，97 9 ．56 0 ．0伽 6

ユ王3 4 ．5 糾 く 0即 1

1 ．15 0 ．59 1 ．000 1

．01 6 ．57 8 ，95 65

図表12　立位体前屈の男子上位群の分散分析表等
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分散分析表：訟血仙  
台める条件：兵件2かちAmly由Z拙＿B  

自由度  平方和 平均平方   F値   p値  

ユ494．038  4；侶．Bり8  24．554  く．【帖01   

988  2Ⅲ）70．72〕   20．3】4  

コンポーネント圃の分散の推定値叩型）：ヱ．島94  

基本統計生：出血l山  

効果：ye且r  
含める条件＝条件2からA血y由加町B  

例数 平均値 標準偏差 標準喪羞  

n血erのr1月D：凍止u山  

効果：y組r  

有意水準：5％  
含める条件．条件ヱからA阻1y由む札＿B  

平均値の差 棄却植  1舛  ．6細  4．1ユ0   ．296   

179  －1．575  ヰ．981   ．372   

1朗  －64（）  3．9三三   ．3鵬   

153  －ま523  4．377   ．354   

159  ＿d．3D2  5】4【I   ．408   

145  －2．159  4．398   ．ヨ丘5  

9
1
 
 9
 

2．256  ．917  ＜．【削1   

1．3ユ1  ．938  ．0058   

ヨ．20ユ  ．956  く．0001   

4．982  ．刑場  く．脚】1   

2．幻9  ．971  く．（X抑1   

・9ヨ5  ，958  ．0552  

．05丘5   

2．726  ．9由l  く．r㈹1   

，58ヨ  ．p88  ．2471   

1．883  ．∈ゆヰ  ．0∝佗   

3．6占2  ．9融1  く．0（抑1   

1．518  1，008  ．DO32   

1．7フ9  1叫I2  ．0帥5   

－．3缶l  1．¢Z5  ．4858   

．1143．  1．01ti  く．t氾帆   

y91，y93  

†91，叩4  

y91，婚5  

西1，y96  

yサ1，y97  

y93，y叫  

声3，岬5  

押3，沖6  

y93，y97  

y94，少5  
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酉4，y97  

y95，y96  
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y96，沖7  
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交互作用棒グラフ：託Il細山  

効果：y臨r  
エラーバー：95％信頼区間  
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図表13 立位体前屈の男子下位群の分散分析表等  
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分散分析表：認nh血  
合める条件：条件1からAn叫・由乙cn＿G  

自由度   平方和 平均平方  F借  p盾  

5  121．751  Z4．350  4，24昂  ．0抑8   

557  3192．874   57ヨ2  

コンポーネント間の分散の推定値（Ⅱ型）：．1卵  

Fi血8rのPuD：Z£】止uhl  

効果：yeユー  

青書水準：5％  
含める条件：条件1かちAn叫rsisZ印＿G  

平均値の羞 棄却値   p値  

基本統計量：郡止血  

効果：γ払r  

含める条件：条件1からんIdysj古Z印＿G  

例数 平均値 標準偏差 標準観蓋  

81  23．358  2．55fi   ．2糾   

96  22．469  2．2月9   ．2ユ4   

104  22．81了  ユ4T6   243   

川¢  227卯  ま¢占ユ   ．斑鳩   

呂3  ヱ1．Tll  2．521   ．27丁   

（柑  22．6ヱ6  ヱ473   249   

．脚  ．7ユ0   ．8Ⅰ41   

．541  ．G97  ．12畠1   

568  TO3  ．1131   

1．糾7  ．7ヨ5  く．0001   

．7ヨ2  ．705  ．D41阜   

＿一旦49  ．666  ヨ8ヰ1   

＿ヨ21  ．672  ．3481   

．758  ．705  ．0351   

－．158  ．6丁4  ．6462   

．m  ．659  ．935l   

1．10（I  ．692  ．0（住吉   

1pl  660  ．5701   

1月丁9  ．698  ．0025   

．164  ．667  ．6297   

－．915  ．7帥  ．0105   

y91，押3  

珂1，y94  

y91，y95  

西1．y貼  

y91．西了  

押3，沖4  

y93，y95  

ブ93，y∈帖  

y9ユ，y97  

申4，沖5  

沖4，西6  

y94，y97  

y95，声8  

沖5，y97  

y9らy9T  

交互作用棒グラフ：沈nb山  
効果：押r  
エラーバー：959♭信頼区間  

含める条件．条件1からAn叫SisZ七n＿G  （Cm）  
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図表14 立位体前屈の女子上位群の分散分析表等  
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分散分析表：認nb仙  
骨める条件．条件2からAn且1y占isZモn＿G  

自由度  平方和 平均平方  f値  p値  

5  409．065  81．813  4440   

5丁5  10595．317  1乱4ヱ7  

コンポーネント間の分散の推定値（Ⅱ型）：．砧6  

基本統計皇：茄nh皿  
効果：y亡即  

含める条件・条件2からAn且1ysi6加n＿G  

例数 平均値 標準偏差 標準額差  

Fi血亡rのruD：Z¢nk11山  

効果：ye且r  

有意水草：5髄  

含める条件条件2からAn叫・Sisa三nG  

平均値の真 東都債   p借  99  3，232  ヨ．933   ．ヨ95   

81  2】36  5．162   ．574   

1王0  2．655  ユ868   369   

10ユ  1一丁77  5．D54   ．49呂   

95  ．632  41ヨ占   ヰ24   

93  2．753  3．463   ．359   

押1  

y9ヨ  

y94  

y95  

y粥  

y97  

1．〔悍7  1，2占3  0馳7   

．57日  1．168  ，3317   

1．ヰ56  1．187  016ヨ   

2，601  lユ11  く．【）001   

480  ユ．218  ．4394   

・519  1234  ．4〔柑5   

．］59  】．か2  ．57ヨ4   

1．504  1．275  ，0209   

ー．6ユ7  1．281  ．3ヰ朋享   

．878  1．15占  ．1ヨ64   

2．け：3  】．181  000占   

－．¢98  1．188  月Tll   

1145  1．199  ．061ヨ   

．976  1．206  ．1125   

－2．121  1．23D  ．0008   

y91，岬3  

y91，y94  

y91，y95  

y9】，y舶  

y91，沖T  

y9㌔y94  

γ93，y95  

y粥，y96  
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図表15 立位体前屈の女子下位群の分散分析表等  

一75－   



意な増減傾向は見られなかった。女の上位群  

は，1991年に対しては各年次とも有意な増加  

をしたが，1993年以降は有意な増減傾向は見  

られない。女の下位群は，1995年と1996年は  

低下傾向にあったが，1997年はこの両年に対  

しては有意な増加をした。  

（2）12分間走   

図表8～11は，12分間走の結果で，そのう  

ち図表8は男上位群，図表9は男下位群，図  

表10は女上位群，図表11は女下位群の結果で  

ある。分散分析の結果は，男の上位群で1％  

水．準で年次間で有意な善があることが認めら  

れたが，男の下位群と女の上位群・下位群は，  

有意な差が認められなかった。   

男の上位群の多重比較検定の結果は，1991  

年と比較すると各年次とも低い部定借を示し  

た。また，1996年は，各年次と比較して有意  

に低い測定値でった。  

（3）立位体前屈   

図表12～15は，立位体前屈の結果で，その  

うち図表12は男上位群，図表13は男下位群，  

図表14は女上位群，図表15は女下位群の結果  

である。分散分析の結果は，男女の両群とも  

1％水準で年次聞に有意な善があることが認  

められた。   

これらすべての群に関する多重比較検定の  

結果は，次のとおりである。男の上位群では，  

1991年～1g95年の間は，有意な変化が見られ  

なかったが，1996年と1997年は，過去の年に  

比較して低下の傾向にあった。男の下位群で  

は，年次によって増減ほ見られるが，概ね有  

意な低下の傾向を示してる。女の上位群では，  

男同様に1996年で他の年次に比較して有意な  

低下が見られた。女の下位群では，1997年で  

は1996年（前年度）に比較して有意な増加を  

しているが，1996年までは有着ではないが低  

下の傾向を示し，1996年においては，他の年  

次と比較して有意な低下を示している。  

ま と め  

近年，幼少年期から高校生までの子ビもた  

ちのスポーツや運動に関連する問題として，  

外遊びの減少や部活動離れが多々指摘きれる  

一方で，スポーツ少年団の活動や部活動が過  

熱化していることも指摘されることが多い。   

このような傾向は，体力・運動能力という  

観点からすれば，能力の高い者と低い者とに  

二極化する可能性や上下のグループの差が大  

きくなることが予翻される。本報告では，こ  

のような観点から，測定値の上位群と下位群  

を抽出して，その年次間の増減の変化を明ら  

かにしようとした。   

垂直跳では，分散分析の括果，男女の上下  

位群とも年次間の平均として測定値の増減に  

有意な変化があることは明らかになったが，  

年々低下の傾向にあるとは必ずしもいえない。  

図表4～7から男女とも1996年と1997年には上  

位群と下位群の平均値の善が縮小化している  

ことがうかがわれる。  

12分間走では，分散分析において，有惹な  

善が認められたのは，男の上位群だけで男の  

下位群と女の両群には有意な差が見られなか  

った。年次毎の男の上位群の推移を見ると，  

1996年までは，概ね低下の傾向にあったとい  

えるが，1997年にはやや増加した。他の群に  

ついては，有意な善が見られなかったが，現  

在の4年凍生の入学年度に相当する1996年は，  

■他の年次に比較して記録が低調であった。   

立位体前屈では，分散分析の結果，男女の  

上下位群において1％水準で有意な差が認め  

られた。多重比較検定や各群の平均値の推移  

を見ると，年次間に増減は見られるものの女  

の上位群を除いて低下傾向にあるといえる。  

特に，1996年は，低下が著しいといえる。   

今回の体力・運動能力の測定値の分析は，  

筑波大学へ入学直後の1年生の結果であるの  

で，大学体育や大学時代の生括のあり方に対  

する指導にも役立つと考えられる。1996年の  
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12分間走や立位体前屈のように低い値を示す  

ような場合には，在学中の様々なデータと体  

力・運動能力の結果を対比しながら指導を考  

えていくことも重要であろう。  
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